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季節の移ろい（長野県白
はく ば むら

馬村）

白馬村では５月末に北アルプス白
馬連峰の山開きを告げる歴史ある
山岳イベント「貞逸祭（ていいつ
さい）」を開催。雪渓ではスキー
やスノーボード、また夏山シーズ
ンには残雪や動植物など大自然を
感じながら歩くトレッキングも楽
しめる。

写真キャプション

ヒ
ナ
は
卵
か
ら
孵
化
す
る
と
き
、
内
側
か
ら
ク
チ

バ
シ
で
コ
ツ
コ
ツ
と
殻
を
つ
つ
く
。
親
鳥
は
そ
れ
を

待
っ
て
外
側
か
ら
殻
を
つ
つ
く
。
内
側
の
ヒ
ナ
と
外

側
の
親
鳥
が
同
時
に
つ
つ
い
て
初
め
て
殻
が
破
れ

る
。「
啐
啄
同
時
」
と
い
う
禅
宗
の
教
え
だ
。

こ
の
言
葉
を
私
に
教
え
て
く
れ
た
の
は
、
奈
良
市

の
中
山
間
地
、
旧
五
ケ
谷
村
で
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

粟
」
を
展
開
し
て
い
る
三
浦
雅
之
さ
ん
だ
。
約
20
年

前
に
旧
五
ケ
谷
に
移
住
し
た
が
、
も
と
も
と
は
京
都

生
ま
れ
の
ヨ
ソ
者
だ
。

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
清
里
の
村
」

が
県
内
在
来
品
種
を
調
査
・
発
掘
し
、
集
落
住
民
で

組
織
す
る
五
ケ
谷
営
農
協
議
会
が
そ
の
在
来
種
を
栽

培
。
五
ケ
谷
村
で
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
を
運
営
す

る
㈱
粟
が
、
6
次
産
業
化
に
つ
な
げ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
。
三
浦
さ
ん
は
、
こ
の
３
組
織
連
携
の
扇
の
要
と

し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

私
が
三
浦
さ
ん
に
最
初
に
会
っ
た
の
は
10
年
前
。

当
時
30
代
の
彼
は
“
6
次
産
業
化
の
旗
手
”
と
し
て

脚
光
を
浴
び
て
い
た
。
昨
今
、
農
村
に
入
り
込
み
農

業
ビ
ジ
ネ
ス
を
ひ
と
つ
成
功
さ
せ
る
と
、
そ
の
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
を
武
器
に
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
転
身
す

る
起
業
家
が
多
い
。
し
か
し
彼
は
、
舞
い
込
む
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
誘
い
を
断
り
、
一
住
民
と
し
て
地

域
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
と
信
頼
関
係
を
醸
成
し
、
し
っ

か
り
地
域
に
根
を
張
る
事
業
展
開
を
大
事
に
し
て
き

た
希
有
な
ひ
と
だ
。

そ
の
三
浦
さ
ん
が
こ
の
言
葉
を
大
切
に
し
て
い
る

こ
と
に
意
味
深
さ
を
感
じ
る
。
集
落
の
長
老
た
ち
か

ら
期
待
さ
れ
た
「
ヨ
ソ
者
・
バ
カ
者
」
と
し
て
の
役

割
を
自
認
し
な
が
ら
、
地
域
の
人
々
の
テ
ン
ポ
に
寄

り
添
い
、
地
域
リ
ー
ダ
ー
た
ち
の
意
見
を
聞
き
、「
啐

啄
同
時
」
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
計
り
な
が
ら
じ
っ
く
り

と
歩
ん
で
き
た
に
ち
が
い
な
い
。

こ
れ
は
、行
政
職
員
に
も
重
要
な
言
葉
だ
と
思
う
。

ど
ん
な
立
派
な
政
策
で
も
、
実
践
す
る
主
役
は
、
行

政
職
員
で
は
な
く
住
民
だ
。
内
発
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
な
い
の
に
外
側
か
ら
殻
を
つ
つ
く
だ
け
で
は
ヒ
ナ

は
孵
ら
な
い
。
拙
速
す
ぎ
れ
ば
殺
し
て
し
ま
う
。
時

間
を
か
け
て
住
民
の
内
発
性
を
引
き
出
す
（“
そ
の

気
に
さ
せ
る
”）
努
力
こ
そ
、
地
域
づ
く
り
で
最
も

大
事
で
は
な
か
ろ
う
か
。

「
啐
啄
同
時（
そ
っ
た
く
ど
う
じ
）」と
地
域
づ
く
り

農
業
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
明
治
大
学
客
員
教
授

榊さ
か
き

田だ

　
み
ど
り

「
農
地
付
き
空
き
家
」
の
手
引
き
に
つ
い
て
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１　

田
園
回
帰
・
移
住
の
動
向

⑴�

都
市
部
の
住
民
の
農
山
漁
村
地
域
へ
の

移
住
に
関
す
る
意
識
・
動
向

ま
ず
、
最
近
の
都
市
部
の
住
民
の
移
住

に
対
す
る
意
識
に
つ
い
て
で
す
。
総
務
省

が
行
っ
た
「『
田
園
回
帰
』
に
関
す
る
調

査
研
究
」(

平
成
28
年
度)

に
よ
る
と
、
農

山
漁
村
に
移
住
し
て
み
た
い
と
い
う
意
向

は
３
割
を
超
え
、
特

に
若
い
世
代
で
農
山

漁
村
地
域
へ
の
移
住

に
積
極
的
な
回
答
が

見
ら
れ
る
な
ど
、
都

市
部
に
お
住
ま
い
の

方
の
移
住
へ
の
関
心

は
潜
在
的
に
高
い
こ

と
が
う
か
が
え
ま

す
。（【
図
１
】参
照
）

ま
た
地
方
へ
の
移

住
希
望
者
に
対
す
る

具
体
的
な
面
談
や
セ

ミ
ナ
ー
の
開
催
、
電

話
で
の
問
合
せ
に
応

じ
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
ふ
る
さ
と
回
帰
支

援
セ
ン
タ
ー
へ
の
相

談
件
数
は
近
年
大
幅

に
増
加
し
て
お
り
、

こ
こ
で
も
20
歳
代
・

30
歳
代
と
い
っ
た
若

い
世
代
の
相
談
者
の

割
合
が
増
加
し
て
い

ま
す
。（【
図
２
】
参

照
）

〔 

手
引
き
の
ポ
イ
ン
ト 

〕

全
国
的
に
空
き
家
が
増
加
す
る
中
、
特

に
地
方
部
に
お
い
て
、
空
き
家
を
有
効
に

活
用
す
る
取
組
の
一
つ
と
し
て
、
自
治
体

の
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
さ
れ
た
空
き
家

と
こ
れ
に
付
随
す
る
小
規
模
な
農
地
を
移

住
者
等
に
提
供
す
る
取
組
（「
農
地
付
き

空
き
家
」
の
取
組
）
が
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
農
地
の
取
得
に
あ
た
っ

て
は
農
業
委
員
会
の
許
可
が
必
要
で
す

が
、
近
年
、
地
方
に
お
け
る
空
き
家
の
利

活
用
や
地
方
へ
の
移
住
促
進
、
新
規
就
農

促
進
等
の
観
点
か
ら
、
自
治
体
に
お
い

て
、
当
該
自
治
体
が
運
営
す
る
空
き
家
バ

ン
ク
と
農
業
委
員
会
の
手
続
き
を
連
動
さ

せ
、
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
さ
れ
た
空
き

家
に
付
随
す
る
農
地
に
つ
い
て
、
許
可
に

あ
た
っ
て
の
下
限
面
積
要
件
※1

を
１
ａ

（
1
0
0
㎡
）程
度
ま
で
引
き
下
げ
る
よ
う

な
取
組
が
見
ら
れ
始
め
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
農
林
水
産
省
の
ご
協
力
を
得

な
が
ら
、
関
連
制
度
や
先
進
的
な
運
用
事

例
等
に
つ
い
て
自
治
体
職
員
や
農
業
団
体

の
担
当
者
、
地
域
の
宅
地
建
物
取
引
業
者

等
向
け
に
手
引
き
と
し
て
と
り
ま
と
め
※2
、

同
様
の
取
組
の
更
な
る
普
及
を
目
指
す
も

の
で
す
。

　

※1	�

原
則
と
し
て
、
都
府
県
で
は
50
ａ（
5
、

0
0
0
㎡
）以
上
、北
海
道
で
は
２
ha
以
上

　

※2	� h
ttp
://w

w
w
.m
lit.g
o
.jp
/

to
tike
n
sa
n
g
yo
/to
tike
n
sa
n
g
yo
_

tk2_000095.h
tm
l

資料：�「『田園回帰』に関する調査研究中間報告書（概要版）」（平成29年３月、総務省地域力創造グループ過疎対策室）より
国土交通省作成

■図１　あなたは、農山漁村地域に移住してみたいと思いますか？
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いずれは（ゆくゆくは）農山漁村

地域に移住したいと思う

条件が合えば農山漁村地域に

移住してみてもよいと思う

あまり積極的に農山漁村地域に

移住してみたいとは思わない

農山漁村地域に移住したい
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30.6％

女
性
・
年
代
別

政 策 解 説

「農地付き空き家」の手引きについて

国土交通省　土地・建設産業局企画課　企画専門官　田村 英之
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⑵�

移
住
希
望
者
の
農
業
へ
の
関
心
と
新
規

就
農
者
の
動
向

内
閣
府
が
行
っ
た
「
農
山
漁
村
に
関
す

る
世
論
調
査
」（
平
成
26
年
調
査
）
に
よ

る
と
、
移
住
に
関
心
の
あ
る
都
市
部
の
住

民
に
対
し
て
「
農
山
漁
村
に
定
住
し
て
過

ご
し
た
い
こ
と
」
と
い
う
質
問
（
複
数
回

答
可
）
に
対
し
て
、「
農
林
漁
業
（
趣
味

と
し
て
）」
と
答
え
た
人
は
34
・
8
％
、「
農

林
漁
業
（
主
な
所
得
源
と
し
て
）」
と
答

え
た
人
は
29
・
8
％
に
の
ぼ
る
な
ど
、
趣

味
と
し
て
あ
る
い
は
生
業
と
し
て
、
農
林

漁
業
に
高
い
関
心
が
あ
る
こ
と
が
う
か
が

え
ま
す
。（【
図
３
】
参
照
）

新
規
に
就
農
し
た
方
に
対
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
（
全
国
農
業
会
議
所
、
平
成

28
年
度
）
に
よ
る
と
、「
就
農
時
に
苦
労

し
た
こ
と
」
に
つ
い
て
新
規
参
入
者
と
親

元
就
農
者
を
比
較
す
る
と
、「
資
金
の
確

保
」
は
共
通
し
て
回
答
の
割
合
が
高
く

な
っ
て
い
ま
す
が
、
新
規
参
入
者
に
関
し

て
は
「
農
地
の
確
保
」「
住
宅
の
確
保
」「
地

域
の
選
択
」
の
３
項
目
が
、
親
元
就
農
者

と
比
較
し
て
、
苦
労
し
た
割
合
が
高
く

な
っ
て
い
ま
し
た
。（【
図
４
】
参
照
）

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
地
域
に
新
規
就

農
す
る
移
住
者
を
呼
び
込
む
に
あ
た
っ
て

は
、
地
域
選
択
の
た
め
の
情
報
提
供
等
を

行
う
と
と
も
に
、「
農
地
付
き
空
き
家
」

の
提
供
の
よ
う
な
取
組
を
進
め
る
こ
と

で
、
農
地
と
住
宅
の
確
保
と
い
う
二
つ
の

課
題
を
ス
ム
ー
ズ
に
解
決
す
る
手
立
て
と

な
り
う
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

２　

‌�

空
き
家
に
付
随
し
た
農
地
の

別
段
の
面
積
の
設
定

⑴�

農
地
の
権
利
を
取
得
す
る
場
合
の
要
件

上
記
の
よ
う
な
都
市
部
か
ら
の
移
住
希

望
者
の
近
年
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
地
方

部
に
お
け
る
空
き
家
や
遊
休
農
地
等
を
活

用
し
、
移
住
の
促
進
、
地
方
創
生
を
進
め

よ
う
と
す
る
動
き
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
、
農
地
の
権
利
取
得
に
は
農
業

委
員
会
の
許
可
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
、

農
業
委
員
会
は
、
農
地
の
譲
受
人
が
次
の

要
件
を
す
べ
て
満
た
し
た
場
合
に
限
り
許

可
を
行
い
ま
す
（
農
地
法
第
３
条
）。

資料：特定非営利活動法人ふるさと回帰支援センター調べ

■図２　移住相談者数

■図４　就農時に苦労したこと

資料：�「新規就農者の就農実態に関する調査」（平成28年度、全国農業会議所）
より
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■図３　農山漁村地域に定住して過ごしたいこと

資料：「農産漁村に関する世論調査」（平成26年６月調査、内閣府政府広報室）より
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そ の 地 域 の 名 物 料 理 を 食 べ る
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34.8%

37.0%

45.6%

53.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

総 数 （N=362人、M.T.=351.4％）
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①�

農
地
の
す
べ
て
を
効
率
的
に
利
用
す

る
こ
と

②�

必
要
な
農
作
業
に
常
時
従
事
す
る
こ
と

③
一
定
の
面
積
を
経
営
す
る
こ
と

④�
周
辺
の
農
地
利
用
に

支
障
が
な
い
こ
と

こ
の
う
ち
③
の
「
一
定

の
面
積
」
に
つ
い
て
は
、

都
府
県
は
原
則
50
ａ

(

５
、
０００


㎡)

（
北
海

道
は
２
ha
）
以
上
と
さ
れ

て
お
り
、
都
市
部
か
ら
の

新
し
く
就
農
を
希
望
す
る

人
の
ニ
ー
ズ
に
必
ず
し
も

そ
ぐ
わ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

た
だ
し
、
こ
の
面
積
要

件
に
つ
い
て
は
、
地
域
の

実
情
に
応
じ
て
一
定
の
区

域
に
つ
い
て
、
農
業
委
員

会
の
判
断
で
こ
れ
よ
り
も

小
さ
い
面
積
を「
別
段
の

面
積
」と
し
て
設
定
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い

ま
す
。（【
図
５
】
参
照
）

⑵
別
段
の
面
積
の
基
準

「
別
段
の
面
積
」
に
つ

い
て
は
、
農
地
法
施
行
規

則
第
17
条
に
基
準
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、

農
業
の
担
い
手
が
不
足
し
て
い
る
地
域
に

つ
い
て
は
、
第
２
項
に
よ
り
、
次
の
要
件

の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
場
合
、
設
定
区

域
と
そ
の
周
辺
の
地
域
に
お
け
る
農
地
の

保
有
や
利
用
の
現
況
と
将
来
の
見
通
し
等

か
ら
み
て
、「
新
規
就
農
を
促
進
す
る
た

め
に
適
当
と
認
め
ら
れ
る
面
積
」
を
別
段

の
面
積
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○�　

設
定
区
域
内
に
現
に
耕
作
の
目
的

に
供
さ
れ
て
お
ら
ず
、
か
つ
、
引
き

続
き
耕
作
の
目
的
に
供
さ
れ
な
い
と

見
込
ま
れ
る
農
地
や
そ
の
他
適
正
な

利
用
を
図
る
必
要
が
あ
る
農
地
が
相

当
程
度
存
在
す
る
こ
と

○�　

設
定
区
域
の
位
置
と
規
模
か
ら
み

て
、50
ａ（
北
海
道
で
は
２
ha
）未
満
の

農
地
を
耕
作
す
る
者
の
数
が
増
加
す

る
こ
と
に
よ
り
、設
定
区
域
と
そ
の

周
辺
の
地
域
の
農
地
の
農
業
上
の
効

率
的
か
つ
総
合
的
な
利
用
の
確
保
に

支
障
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
な
い
こ
と

こ
の
第
２
項
の
規
定
を
適
用
し
、
例
え

ば
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
さ
れ
た
空
き
家

に
付
随
す
る
農
地
に
つ
い
て
、別
段
の
面

積
を
１
ａ(

１
００

㎡)

程
度
ま
で
引
き

下
げ
る
よ
う
な
取
組
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。

３　

‌�「
農
地
付
き
空
き
家
」
提
供

の
流
れ

既
に
取
組
を
行
っ
て
い
る
自
治
体
の
例

を
参
考
に
、「
農
地
付
き
空
き
家
」
の
提

供
ま
で
の
流
れ
を
整
理
す
る
と
【
図
６
】

の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
こ
で
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
既
に
多
く
の

自
治
体
で
運
用
さ
れ
て
い
る
「
空
き
家
バ

ン
ク
」
の
取
組
と
、
農
業
委
員
会
に
お
け

る
「
別
段
の
面
積
」
の
設
定
の
手
続
き
を

連
動
・
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
さ
せ
る
こ
と
で
、

現
在
の
空
き
家
・
遊
休
農
地
の
所
有
者
と

新
規
の
移
住
・
就
農
希
望
者
の
手
続
き
を

簡
素
化
し
、
マ
ッ
チ
ン
グ
の
可
能
性
を
高

め
る
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

○�　

空
き
家
の
活
用
・
移
住
促
進
に
向

け
、
自
治
体
で
「
空
き
家
バ
ン
ク
」

を
立
ち
上
げ

○�　

空
き
家
と
な
っ
た
農
家
住
宅
の
所

有
者
が
付
随
す
る
農
地
と
と
も
に
売

却
等
を
希
望
す
る
場
合
、「
空
き
家

バ
ン
ク
」
へ
の
登
録
と
と
も
に
、
農

業
委
員
会
に
「
別
段
の
面
積
」
の
設

定
に
つ
い
て
申
出

○�　

農
業
委
員
会
が
地
域
の
実
情
に
応

じ
て
、
個
別
に
「
別
段
の
面
積
」
を

設
定
・
公
示

○�　
「
農
地
付
き
空
き
家
」
と
し
て
「
空

き
家
バ
ン
ク
」
で
利
用
希
望
者
を
募

集
。
宅
建
事
業
者
に
よ
る
媒
介
、
契

約
等

○�　

農
地
所
有
者
、
購
入
者
・
賃
借
人

に
よ
る
農
地
の
権
利
移
動
に
係
る
農

業
委
員
会
へ
の
許
可
申
請
、
農
業
委

員
会
の
許
可

４　

お
わ
り
に

こ
の
手
引
き
で
解
説
し
た
農
地
法
の
扱

■図５　農地の権利取得における下限面積要件

特 例
（農地法施行規則第１７条）

① 自然的経済的条件からみて営農条件が概ね同一の区域について、
② 当該区域において、別段の面積未満の農地を耕作している者の数
が４割を下回らないよう、

③ １０アール以上の面積で設定（設定単位はアール）が可能。

平均規模が小さい地域

地域の実情に応じて、農業委員会が別段の面積を定めることが可能。

原 則
(農地法第３条第２項第５号)

新規就農者等の受入れの促進により農地の有効利用等を図る観点から、
① 遊休農地等が相当程度存在する区域について、
② 当該区域内の位置及び規模からみて、小規模農家の増加により、区
域内及び周辺の農地等の効率的かつ総合的な利用の確保に支障を
生ずるおそれのない場合に、

③ 任意の面積（１０アール未満でも可）で設定が可能。

担い手が不足している地域 第２項

第１項取得後の農地面積の合計

（全経営面積）が、

都府県 ５０ａ以上

北海道 ２ｈａ以上

となることが必要。

権利取得後における耕作の事業

が草花等の栽培でその経営が集

約的に行われると認められる場

合は、この要件は適用されない。

町 村 週 報（第三種郵便物認可）
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い
は
平
成
21
年
の
法
改
正
に
よ
り
導
入
さ

れ
た
も
の
で
す
が
、
先
進
的
な
自
治
体
に

お
け
る
運
用
上
の
工
夫
を
通
じ
て
、
こ
の

数
年
、
急
速
に
同
様
の
取
組
を
行
う
自
治

体
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
取
組
を
進
め
て
い
る
自
治

体
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
は
、
こ
れ
ま
で
地

域
で
農
業
を
営
ん
で
お
ら
れ
た
方
が
高
齢

化
し
、
あ
る
い
は
相
続
が
発
生
し
た
際
、

相
続
さ
れ
た
方
が
都
市
部
に
お
住
ま
い
の

場
合
、
ご
自
身
の
生
活
も
あ
り
、
実
家
に

戻
っ
て
農
業
を
始
め
る
わ
け
に
も
い
か
な

い
旨
の
ご
意
向
が
示
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
多

い
よ
う
で
す
。

一
方
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
気
軽
に

ア
ク
セ
ス
で
き
る
空
き
家
バ
ン
ク
は
、
地

方
へ
の
移
住
を
思
い
立
っ
た
方
が
ご
自
身

の
イ
メ
ー
ジ
を
よ
り
具
体
化
す
る
た
め
の

有
効
な
ツ
ー
ル
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
の
手
引
き
で
紹
介
し
た
よ
う
な
取
組
を

通
じ
て
、
空
き
家
バ
ン
ク
に
お
け
る
「
農

地
付
き
空
き
家
」
が
「
別
段
面
積
の
公
示

済
み
」
物
件
で
あ
れ
ば
、
新
規
就
農
希
望

者
の
移
住
に
伴
う
リ
ス
ク
と
手
続
き
に
要

す
る
負
担
は
大
幅

に
軽
減
し
、
ス

ム
ー
ズ
に
移
住
希

望
等
を
か
な
え
る

こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
。

先
進
自
治
体
へ

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で

は
、
新
し
く
移
住

さ
れ
る
方
に
は
ま

ず
は
身
の
丈
に

合
っ
た
家
庭
菜
園

規
模
の
農
地
か
ら

で
も
耕
作
し
て
も

ら
い
な
が
ら
、
地

域
で
の
暮
ら
し
や

農
作
業
に
慣
れ
親

し
ん
で
い
た
だ
き
、

し
だ
い
に
本
格
的

な
農
業
や
こ
れ
ま

で
の
ご
自
身
の
都

市
部
で
の
経
験
や

人
的
つ
な
が
り
を

活
か
し
た
様
々
な
活
動
を
展
開
し
て
い
た

だ
く
こ
と
で
、
ゆ
く
ゆ
く
は
地
域
の
新
た

な
担
い
手
に
育
っ
て
頂
き
た
い
、
と
い
う

お
考
え
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

「
農
地
付
き
空
き
家
」
の
取
組
は
、
自

治
体
の
中
で
も
、
地
方
創
生
・
移
住
促
進

の
担
当
部
局
や
空
き
家
対
策
・
空
き
家
バ

ン
ク
の
担
当
部
局
、
農
業
委
員
会
の
事
務

局
と
い
っ
た
複
数
の
部
局
が
連
携
し
て
、

可
能
な
限
り
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
取
り
組
む

こ
と
に
よ
り
、
マ
ッ
チ
ン
グ
の
可
能
性
が

い
っ
そ
う
高
ま
り
ま
す
。
ま
た
、
空
き
家

バ
ン
ク
の
運
営
に
お
い
て
も
、
必
要
に
応

じ
て
地
域
の
空
き
家
等
の
調
査
を
行
い
な

が
ら
、
不
在
地
主
を
含
め
、
空
き
家
や
遊

休
農
地
の
所
有
者
に
積
極
的
に
働
き
か
け

て
、
家
屋
や
農
地
が
劣
化
す
る
前
に
積
極

的
に
バ
ン
ク
に
登
録
し
て
い
た
だ
き
、
地

域
資
源
と
し
て
そ
の
活
用
を
促
し
て
い
る

取
組
も
見
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
新
規
移

住
希
望
者
の
募
集
に
あ
た
っ
て
も
、
地
域

で
の
農
業
体
験
や
お
試
し
居
住
の
機
会
を

捉
え
て
、
適
宜
、
物
件
等
の
情
報
提
供
を

行
う
よ
う
な
取
組
も
見
ら
れ
ま
す
。

本
手
引
き
が
、
地
方
部
へ
の
移
住
促
進

や
空
き
家
・
遊
休
農
地
の
有
効
活
用
、こ
れ

か
ら
農
業
を
始
め
た
い
、
地
方
へ
移
住
し

て
み
た
い
と
お
考
え
の
方
々
の
イ
メ
ー
ジ

の
具
体
化
、
新
た
な
生
活
を
順
調
に
迎
え

る
こ
と
が
で
き
る
た
め
の
環
境
づ
く
り
の

一
助
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

■図６　「農地付き空き家」提供の流れ

 

【空き家バンク】

【空き家バンク】
②空き家情報の登録
（Ａと同時）
（必要に応じて現地確認）

Ｄ.農地付き空き家情報
の公開

①空き家情報の募集

⑤バンク利用登録
⑥利用者台帳の整備

⑦登録情報の提供

⑧購入・賃借希望⑨連絡調整

⑩売買・賃貸借の交渉・契約（当事者間／宅建事業者による媒介）

⑪契約後、農地の権利移動
に関する手続き

Ｃ.別段面積公示の連絡

【農業委員会】

Ａ.別段面積に係る農地指
定の申出（②と同時）

【農業委員会】

Ｅ.農地譲渡･賃貸手続き
（３条許可）

Ｅ.農地取得･賃借手続き
（３条許可）

③空き家台帳への登録
④空き家情報の公開

Ｃ.別段面積公示の連絡
Ｂ.別段面積の
設定・公示

町 村 週 報 （第三種郵便物認可）
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フォーラム

美
郷
町
の
概
要　

美
郷
町
は
、
秋
田
県
南
部
に
広
が
る
仙
北

平
野
の
南
東
部
に
位
置
し
て
お
り
、
東
は
奥

羽
山
脈
を
境
に
岩
手
県
に
、南
は
横
手
市
、北
・

西
は
大
仙
市
に
そ
れ
ぞ
れ
接
し
て
い
ま
す
。

奥
羽
山
脈
の
麓
、
豊
か
な
湧
水
と
土
壌
に

恵
ま
れ
た
県
内
有
数
の
穀
倉
地
帯
で
あ
り
、

田
園
の
風
景
に
四
季
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

る
自
然
豊
か
な
美
し
い
町
で
す
。
ま
た
、
美

郷
町
は
、
清し

水み
ず

の
町
で
も
あ
り
、
町
内
１
２

６
カ
所
で
水
が
湧
き
出
し
て
い
ま
す
。
そ
の

半
分
以
上
は
六
郷
地
区
（
旧
六
郷
町
）
に
集

中
し
て
お
り
、
湧
水
は
環
境
省
の
「
名
水
百

選
」、
国
土
交
通
省
の「
水
の
郷
百
選
」、林
野

庁
の
「
水
源
の
森
百
選
」
に
選
ば
れ
た
名
水

で
す
。
そ
の
名
水
を
使
っ
た
地
酒
、流
し

ソ
ー
メ
ン
、
ニ
テ
コ
サ
イ
ダ
ー
は
名
水
の
お

い
し
さ
を
存
分
に
味
わ
え
る
一
品
で
す
。

▲

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
美
郷
の
「
ミ
ズ
モ
」
in
美
郷
町
ラ
ベ
ン
ダ
ー
園

富山県

美郷町

初
夏
に
雪
の
結
晶〝
雪
華
”が
咲
く
ま
ち

美み

郷さ
と

町ち
ょ
う

秋
田
県
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フォーラム

ホ
ワ
イ
ト
ラ
ベ
ン
ダ
ー

「
美
郷
雪
華
」　

初
夏
の
美
郷
町
ラ
ベ
ン
ダ
ー
園
に
は
白
色

の
ラ
ベ
ン
ダ
ー
が
咲
き
誇
り
ま
す
。
そ
れ
が

ホ
ワ
イ
ト
ラ
ベ
ン
ダ
ー
、
美
郷
町
オ
リ
ジ
ナ

ル
品
種
『
美み
さ
と郷

雪せ
っ
か華

』
で
す
。『
美
郷
雪
華
』

は
、
東
北
で
も
有
数
の
規
模
を
誇
る
美
郷
町

ラ
ベ
ン
ダ
ー
園
で
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
平
成

25
年
に
品
種
登
録
さ
れ
、
美
郷
町
が
オ
リ
ジ

ナ
ル
品
種
を
保
有
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。香

り
は
ラ
ベ
ン
ダ
ー
特
有
の
爽
や
か
さ
を

有
し
な
が
ら
、
優
し
く
可
憐
な
甘
さ
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
美
郷
町
の
初
夏
に

美
し
い
雪
の
結
晶
〝
雪
華
〟
が
見
ら
れ
る
よ

う
に
」
と
の
思
い
か
ら
名
づ
け
ら
れ
た
『
美

郷
雪
華
』。
初
夏
の
ラ
ベ
ン
ダ
ー
園
で
は
紫

色
と
白
色
の
美
し
い
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
近
年
は
そ
の
白
い
ラ

ベ
ン
ダ
ー
の
評
判
を
聞
き
県
外
か
ら
訪
れ
る

観
光
客
も
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
美
郷
雪
華
の
花
よ
り
採
取
さ
れ
た

酵
母
「
美
郷
雪
華
酵
母
」
を
使
っ
た
日
本
酒

や
、
美
郷
雪
華
か
ら
真
空
低
温
抽
出
法
で
抽

出
し
た
フ
ロ
ー
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
を
使
用
し

た
ル
ー
ム
フ
レ
グ
ラ
ン
ス
も
商
品
化
さ
れ
、

お
土
産
と
し
て
も
大
変
好
評
で
す
。

“
水
”
で
つ
な
が
っ
た

航
空
会
社
『
Ｊ
Ａ
Ｌ
』

ホ
ワ
イ
ト
ラ
ベ
ン
ダ
ー
『
美
郷
雪
華
』、

美
郷
町
の
「
清し

水み
ず

」
は
、
平
成
25
年
に
連
携

協
力
協
定
を
結
ん
だ
、
日
本
航
空
㈱
（
Ｊ
Ａ

Ｌ
）
発
行
の
雑
誌
『
Ｓ
Ｋ
Ｙ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｄ
』
に

も
取
り
上
げ
ら
れ
、
美
郷
町
を
知
っ
て
い
た

だ
く
機
会
も
増
え
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ａ
Ｌ
と
の

連
携
は
、
双
方
が
所
有
す
る
資
源
や
機
能
等

を
活
用
す
る
こ
と
で
相
互
の
理
解
を
深
め
、

環
境
保
全
活
動
の
推
進
と
地
域
の
活
性
化
等

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

連
携
事
業
の
内
容
は
、Ｊ
Ａ
Ｌ
本
社
か
ら
社

員
の
方
々
が
来
町
し
、水
環
境
保
全
キ
ャ
ン
プ

と
し
て
、住
民
と
協
力
し
て
清
水
の
清
掃
活
動

を
年
１
回
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
冬
期
の
降
雪

時
期
に
は
地
域
貢
献
活
動
キ
ャ
ン
プ
と
し
て

高
齢
者
世
帯
の
除
雪
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
水
資
源
の
根
幹
を
な
す
水
源

涵か
ん

養
林
の
保
全
活
動
と
し
て
町
が
行
っ
て
い

る
植
樹
活
動
へ
の
参
加
、
町
の
観
光
資
源
ラ

ベ
ン
ダ
ー
園
の
空
港
Ｐ
Ｒ
、
園
児
を
対
象
と

し
た『
空そ
ら

育い
く
Ⓡ
「
折
り
紙
ヒ
コ
ー
キ
教
室
」』

の
開
催
な
ど
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
社
員
と
美
郷
町
民
と

の
直
接
交
流
を
中
心
と
し
た
連
携
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
う
し
た
機
会
に
社
員
の
皆
さ
ん

が
来
町
し
、
本
町
の
観
光
資
源
や
地
域
特
産

品
な
ど
の
情
報
を
得
て
、
広
く
発
信
し
て
い

た
だ
く
こ
と
で
、
新
た
な
観
光
需
要
創
出
を

図
り
、
地
域
全
体
の
活
力
向
上
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

「
ゴ
ホ
ン
と
い
え
ば
龍
角
散
」

創
設
者
は
美
郷
町
出
身
‼　

美
郷
町
は
㈱
龍
角
散
及
び
（
公
社
）
東
京

生
薬
協
会
と
生
薬
の
国
内
栽
培
体
制
の
確
立

の
た
め
連
携
協
定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。

美
郷
町
の
基
盤
産
業
は
稲
作
を
中
心
と
し

た
農
業
で
す
が
、
農
業
者
の
高
齢
化
や
担
い

手
不
足
に
よ
る
休
耕
農
地
の
増
加
が
懸
念
さ

れ
て
お
り
、
農
地
の
有
効
活
用
に
よ
る
農
業

所
得
の
向
上
を
図
る
た
め
、
新
た
な
農
産
物

に
よ
る
産
地
化
を
模
索
し
て
い
ま
し
た
。

高
齢
化
社
会
の
進
展
に
よ
り
漢
方
薬
の
需

▲美郷町ラベンダー園“美郷雪華”

▲コウボク薬樹の森植樹事業

▲「空育®」の折り紙ヒコーキ教室に興味津々

▲「美郷雪華」コレクションの品々
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要
の
伸
び
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
や
、
原
料
と

な
る
生
薬
は
、
そ
の
大
半
を
中
国
に
頼
っ
て

お
り
「
第
二
の
レ
ア
ア
ー
ス
化
」
が
懸
念
さ

れ
て
い
る
こ
と
、ま
た
、か
つ
て
美
郷
町
（
旧

六
郷
）
で
カ
ン
ゾ
ウ
が
栽
培
さ
れ
て
お
り
、

秋
田
藩
内
に
広
め
ら
れ
た
史
実
が
あ
る
こ
と

や
、「
ゴ
ホ
ン
と
い
え
ば
龍
角
散
」
の
㈱
龍

角
散
の
創
設
者
が
美
郷
町
出
身
で
あ
る
こ
と

に
着
目
し
、
生
薬
を
新
た
な
農
産
物
と
し
て

産
地
化
を
目
指
す
た
め
“
生
薬
の
里
美
郷
”

構
想
を
立
ち
上
げ
、
平
成
25
年
２
月
に
連
携

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

現
在
、
美
郷
町
で
取
り
組
ん
で
い
る
薬
用

植
物
は
、カ
ン
ゾ
ウ
、キ
キ
ョ
ウ
、エ
イ
ジ
ツ
、

コ
ウ
ボ
ク
の
４
種
で
、
カ
ン
ゾ
ウ
、
キ
キ
ョ

ウ
、
エ
イ
ジ
ツ
の
３
種
は
町
試
験
圃
場
と
町

内
の
薬
用
植
物
栽
培
に
興
味
の
あ
る
農
家
の

圃
場
で
本
格
栽
培
に
向
け
た
試
験
栽
培
を

行
っ
て
い
ま
す
。
コ
ウ
ボ
ク
に
つ
い
て
は
町

有
林
地
に
平
成
26
年
度
か
ら
毎
年
１
０
０
本

の
植
樹
を
行
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
４
０
０

本
が
植
樹
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、
生
薬
栽
培
に
取
り
組
む
農
家
の

拡
大
と
医
薬
原
料
の
基
準
と
な
る
薬
効
成
分

向
上
、
各
品
目
の
地
域
に
合
っ
た
栽
培
方
法

と
安
定
的
な
出
荷
生
産
体
制
の
確
立
、
新
た

な
栽
培
品
目
の
拡
大
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

く
予
定
で
す
。

美
郷
町
か
ら
２
０
２
０
年

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ　

ま
ち
づ
く
り
の
中
で
、
特
に
力
を
注
い
で

い
る
取
組
の
一
つ
に
、
２
０
２
０
年
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
た
タ
イ
王
国
と
美
郷
町

と
の
交
流
活
動
が
あ
り
ま
す
。

タ
イ
王
国
と
美
郷
町
の
交
流
の
は
じ
ま
り

は
、
平
成
27
年
４
月
、
タ
イ
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル

ジ
ュ
ニ
ア
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
チ
ー
ム
が
当
町
で

合
宿
を
し
た
こ
と
が
契
機
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
合
宿
の
練
習
会
場
は
平
成
19
年
に

秋
田
県
で
開
催
さ
れ
た
第
62
回
国
民
体
育
大

会
「
秋
田
わ
か
杉
国
体
」
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

競
技
の
会
場
で
あ
っ
た
美
郷
総
合
体
育
館

「
リ
リ
オ
ス
」
で
し
た
。

ま
た
、
宿
泊
施
設
は
学
校
統
合
に
よ
り
廃

校
と
な
っ
た
旧
仙
南
東
小
学
校
を
改
修
・
整

備
し
、
平
成
27
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
宿

泊
交
流
館
「
ワ
ク
ア
ス
」
を
提
供
し
ま
し
た
。

こ
の
合
宿
に
よ
り
当
町
の
練
習
環
境
が
評

価
さ
れ
、
タ
イ
王
国
に
お
い
て
平
成
27
年
８

月
、
タ
イ
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
、
秋
田
県
、

秋
田
県
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
、
そ
し
て
美
郷

町
の
４
者
に
よ
る
「
相
互
の
交
流
キ
ャ
ン
プ

に
関
す
る
基
本
合
意
書
」を
締
結
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
取
組
を
経
て
、
秋
田
県
と
美
郷
町

は
平
成
28
年
１
月
、
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク「
タ
イ
王
国
」の〝
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
”

と
し
て
登
録
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

▲「生薬の里」実現に向けた薬樹の森づくり活動

▲�タイ王国バドミントンナショナルチームによる美
郷中学生へのバドミントンクリニック

▲タイ王国バドミントンナショナルチーム
　美郷町合宿風景

お電話の際には、車検証をお手元にご用意ください

●「車両共済（保険)制度」は、全国町村職員生活協同組合と損害保険ジャパン日本興亜株式会社とが集団扱契約を締結し、実施しているものです。
●集団扱としてご契約いただけるのは、保険契約者および被保険者が損保ジャパン日本興亜の定める条件を満たす場合のみとなります。
　このご案内は概要を説明したものです。詳細については、取扱代理店（千里）までお問い合わせください。

●お見積りのご請求・お申込み・お問い合わせなどは、下記までご連絡ください●

〈車両保険引受保険会社〉損害保険ジャパン日本興亜株式会社

03-3519-73250120-731-087
（受付時間：祝日、年末年始を除く月～金　午前９時30分～午後５時）

FAXTEL

株式会社　千 里（取扱代理店）
〒100-0014  東京都千代田区永田町1-11-32  全国町村会館西館内
●ホームページアドレス　http://www.chisato-ag.co.jp

車両共済（保険）のご案内車両共済（保険）のご案内
この車両共済（保険）は、町村生協の自動車共済で補償する対人賠償、対物賠償、限定
搭乗者傷害等に加え「ご自身のおクルマの補償（車両保険）」を追加する制度です。
お車が衝突した場合や台風 ・ いたずら ・ 盗難など偶然な事故で損害を被ったときに、
共済（保険）金をお支払いします。

SJNK17-16682(2017.12.28作成）
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ま
た
、
平
成
29
年
７
月
に
は
タ
イ
王
国
に

お
い
て
、
タ
イ
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
、
秋

田
県
、
秋
田
県
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
と
２
０

２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
「
事
前
キ
ャ

ン
プ
に
関
す
る
基
本
合
意
書
」
を
締
結
。
同

年
９
月
に
は
、
タ
イ
王
国
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー

ム
が
当
町
で
合
宿
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
経
緯
の
過
程
に
お
い
て
は
、
平

成
28
年
６
月
、
美
郷
町
長
が
タ
イ
政
府
並
び

に
タ
イ
の
ス
ポ
ー
ツ
庁
を
訪
問
す
る
と
と
も

に
、
同
年
８
月
に
は
駐
日
タ
イ
王
国
特
命
全

権
大
使
バ
ン
サ
ー
ン
・
ブ
ン
ナ
ー
ク
閣
下
が

ご
来
町
さ
れ
、
美
郷
総
合
体
育
館
「
リ
リ
オ

ス
」、
美
郷
町
宿
泊
交
流
館
「
ワ
ク
ア
ス
」

な
ど
を
視
察
さ
れ
ま
し
た
。

当
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を

通
じ
た
タ
イ
王
国
と
の
交
流
や
取
組
を
主
に

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
同
国
の
〝
ホ
ス
ト
タ

ウ
ン
”
と
し
て
、
文
化
的
な
面
で
の
取
組
も

行
う
こ
と
で
住
民
の
機
運
を
さ
ら
に
高
め
る

こ
と
を
目
的
に
、
平
成
29
年
10
月
１
日
か
ら

10
月
31
日
ま
で
「
タ
イ
王
国
文
化
展
」
を
美

郷
町
学
友
館
で
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
展
覧

会
で
は
、
在
東
京
タ
イ
王
国
大
使
館
並
び
に

タ
イ
国
政
府
観
光
庁
東
京
事
務
所
の
ご
後

援
、
国
立
民
族
学
博
物
館
の
特
別
協
力
を
い

た
だ
き
、
各
機
関
か
ら
提
供
し
て
い
た
だ
い

た
資
料
約
２
０
０
点
を
展
示
し
ま
し
た
。

最
後
に　
　

こ
う
し
た
国
内
外
を
問
わ
な
い
取
組
を
通

じ
、
各
地
域
共
通
の
課
題
で
あ
る
人
口
減
少

に
対
峙
す
る
と
と
も
に
、
町
民
が
自
ら
の
町

“
美
郷
町
”
に
誇
り
を
持
っ
て
い
た
だ
く
よ

う
、
今
後
も
各
般
に
わ
た
る
取
組
を
重
ね
て

ま
い
り
ま
す
。
皆
様
に
は
秋
田
県
美
郷
町
へ

の
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

秋
田
県
美
郷
町

▲�タイ・バドミントン協会と「事前キャンプに関す
る基本合意書」の締結

▲駐日タイ大使（右から２人目）来町（ワクアス内にて）
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一
宮
町
町
政
1
2
0
周
年
を
記
念
し
て
2
0
1

0
年
に
誕
生
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
。
デ
ザ
イ
ン

と
愛
称
を
公
募
し
た
と
こ
ろ
、
全
国
か
ら

1
2
4
件
1
6
1
点
の
応
募
が
あ
り
、
厳
正
な

る
審
査
の
も
と
選
ば
れ
ま
し
た
。
町
の
キ
ャ
ッ

チ
コ
ピ
ー「
緑
と
海
と
太
陽
の
ま
ち
」の
よ
う
に
、

髪
で
九
十
九
里
の
海
を
表
現
し
て
い
て
、
町
の

緑
や
山
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
頭
頂
部
か
ら
太
陽

が
昇
っ
て
い
ま
す
。
特
産
品
の
「
ト
マ
ト
」「
メ

ロ
ン
」「
梨
」「
イ
チ
ゴ
」
な
ど
を
P
R
し
た
り
、

8
月
の
納
涼
花
火
大
会
、
9
月
の
上
総
十
二
社

祭
り
に
参
加
し
た
り
と
大
忙
し
。
特
に
、
町
の

海
が
2
0
2
0
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
サ
ー

フ
ィ
ン
競
技
会
場
に
選
ば
れ
て
か
ら
は
、
そ
の

P
R
活
動
や
お
も
て
な
し
の
準
備
に
も
跳
び
ま

わ
っ
て
い
ま
す
。
町
の
認
知
度
ア
ッ
プ
の
た
め

に
、
町
外
の
イ
ベ
ン
ト
等
に
も
出
か
け
ま
す
が
、

町
内
の
小
さ
な
イ
ベ
ン
ト
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

集
ま
り
に
も
参
加
す
る
な
ど
、町
民
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
忘
れ
ま
せ
ん
。
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ご当地自慢のおいしいものや伝統行事を身にまとい、
体を張ってPRしているご当地キャラたちを紹介するコーナーです。
今回は、東ブロック（北海道・東北・関東）からピックアップ。

北海道増毛町

茨城県茨城町

千葉県一宮町

特産品だけじゃない！
文化・歴史を身にまとって観光大使 !!

　
町
制
施
行
90
周
年
記
念
事
業
の
公
募
で
誕

生
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
。
モ
チ
ー
フ
が
“
カ

モ
メ
”
な
の
は
、
町
の
鳥
で
あ
る
こ
と
と
、

増
毛
町
の
町
名
の
由
来
と
な
っ
た
ア
イ
ヌ
語

「
マ
シ
ュ
キ
ニ
」
の
意
味
が
「
か
も
め
の
多
い

と
こ
ろ
」
で
あ
る
こ
と
に
ち
な
ん
で
い
ま
す
。

町
の
顔
と
し
て
、
町
内
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
イ

ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
参
加
し
、
子
ど
も
た
ち

と
遊
ぶ
の
が
大
好
き
な
の
だ
と
か
。
町
の

P
R
を
担
っ
て
あ
ち
こ
ち
飛
び
回
っ
て
い
ま

す
が
、
特
に
力
を
入
れ
て
い
る
の
は
、
マ
ー

シ
ー
く
ん
の
好
物
で
も
あ
る
町
の
特
産
品
「
甘

え
び
」「
さ
く
ら
ん
ぼ
」「
り
ん
ご
」
そ
し
て
、

地
酒
の
「
国く
に

稀ま
れ

」
の
P
R
で
す
。
全
国
の
ご

当
地
キ
ャ
ラ
の
中
で
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う

と
稼
働
年
数
が
長
い
、
ベ
テ
ラ
ン
キ
ャ
ラ
の

マ
ー
シ
ー
く
ん
。
町
の
広
報
誌
や
交
通
安
全

旗
な
ど
に
も
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
、
長
く
町
民
か

ら
親
し
ま
れ
、
愛
さ
れ
て
い
ま
す
。

2
月
11
日
生
ま
れ
。
茨
城
町
の
水
と
緑
の
豊
か
な
自
然
の
中
で
育
っ

た
緑
の
妖
精
の
男
の
子
。
チ
ャ
ー
ム
ポ
イ
ン
ト
は
、
町
の
特
産
品
を

見
分
け
ら
れ
る
つ
ぶ
ら
な
瞳
と
愛
ら
し
い
笑
顔

1
9
9
0
年
7
月
1
日
、
増
毛
町
生
ま
れ
。
オ
ス
。
恥
ず
か
し

が
り
屋
。
イ
ベ
ン
ト
が
大
好
き
で
、
子
ど
も
と
触
れ
合
う
こ
と

で
元
気
を
も
ら
っ
て
い
る
。
チ
ャ
ー
ム
ポ
イ
ン
ト
は
、
嫌
な
こ

と
を
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
る
つ
ぶ
ら
な
瞳

平
成
22
年
2
月
22
日
生
ま
れ
。の
ん
び
り
屋
さ
ん
だ
け
ど
、サ
ー

ビ
ス
精
神
旺
盛
で
、
元
気
い
っ
ぱ
い
な
女
の
子
。
趣
味
は
サ
ー

フ
ィ
ン
。
み
ん
な
を
幸
せ
な
気
持
ち
に
す
る
こ
と
が
得
意
。
わ

き
腹
を
く
す
ぐ
ら
れ
る
の
が
苦
手

　
2
0
1
2
年
3
月
に
誕
生
し
た
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
。
名
前
の
由
来
は
、
町
の
シ
ン
ボ
ル
で
も

あ
り
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
に
も
登
録
さ
れ
た

「
涸ひ

沼ぬ
ま

」の“
ひ
ぬ
”と
町
の
食
物
は
全
部
〇ま
る（
安

心
・
安
全
）
で
す
よ
、
と
い
う
意
味
を
込
め
た

“
丸
”を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
。
町
章
を
モ
チ
ー

フ
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
顔
、
町
の
豊
か
な
自
然

を
表
す
緑
色
の
か
ら
だ
に
、
清
流
・
涸
沼
川
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
青
い
ス
カ
ー
フ
を
巻
い
て
い
ま

す
。
毎
年
6
～
7
月
に
開
催
さ
れ
る
「
ひ
ぬ
ま

あ
じ
さ
い
ま
つ
り
」
や
年
に
一
度
の
「
ひ
ぬ
ま

de
マ
ル
シ
ェ
」、
毎
年
10
月
下
旬
か
11
月
上
旬

に
開
催
さ
れ
る
「
い
ば
ら
き
ま
つ
り
」
等
の
イ

ベ
ン
ト
に
は
必
ず
参
加
し
ま
す
。
町
で
育
て
ら

れ
る
美
味
し
い
農
産
物
の
中
で
も
、
ひ
ぬ
丸
く

ん
イ
チ
オ
シ
な
の
が
、「
い
ち
ご
」「
メ
ロ
ン
」

「
栗
」「
し
じ
み
」。
こ
の
4
種
の
特
産
品
の
美

味
し
さ
を
広
く
知
ら
し
め
る
た
め
、
ひ
ぬ
丸
く

ん
は
日
夜
P
R
活
動
に
励
ん
で
い
ま
す
。
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日　程

　平成30年8月６日(月) ～７日(火)
会　場

　全国市町村国際文化研修所
  　（JR京都駅より湖西線約15分　唐崎駅下車徒歩約３分）

講　演

　「国際政治情勢の変化と日本の進路」
京都大学大学院法学研究科　教授　中西　寛　氏

　「経営に生かすSDGs講座
～持続可能な開発目標（SDGs）に自治体はどう取り組むか～」

株式会社伊藤園顧問　日本経営倫理学会理事　笹谷　秀光　氏
　「自治体における生産性向上に向けて～ドイツの事例を参考に～」

メッツラー・アセットマネジメント　シニアアドバイザー　隅田　貫　氏
　「世界経済と市場動向」

SMBC日興証券株式会社投資情報部　松野　利彦　氏
受講料

　6,650円（１日のみの受講や宿泊されない場合も同額となります）

定　員

　30名（定員を大幅に超えた場合は、別途抽選をさせていただきます）

申込期限

　平成30年６月27日 （水）

上記の研修は、 公務等のご予定に合わせて参加日程等を選択いただくことができます。
◎ いずれか1日のみの参加が可能です。
◎ JIAM宿泊室での宿泊の有無について選択いただけます。(全日程参加の場合)
　  ※ただし、JIAM宿泊室以外の宿泊のあっせんは対応しておりません。

【お問い合わせ】
(公財)全国市町村研修財団　全国市町村国際文化研修所（JIAM）　教務部

〒520-0106　滋賀県大津市唐崎二丁目13番１号　電話（077）578-5932　FAX（077）578-5906
e-mail : kenshu@jiam.jp　　ホームページ　https://www.jiam.jp

※昨年度の講演風景

全国市町村国際文化研修所（JIAM）では、全国の市区町村長、副市区町村長、市区町村
議会議員及び幹部級職員の皆様を対象に研修・セミナーを開催しております。

　変化する世界情勢をしっかりと見極め、的確に捉えたうえで、変化に負けない特色ある
“まちづくり” をしていくために、各分野でご活躍の先生方をお招きし、今後の地域経営
について考えるセミナーを開催いたします。

平成30年度「世界情勢からわがまちの未来をつくる
～トップマネジャーの方のために～」のご案内

町 村 週 報 （第三種郵便物認可）

情　報

第3042号11　平成30年 6 月 4 日
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幼
少
期
の
思
い
出
も
、
す
で
に
セ
ピ
ア

色
に
色
あ
せ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
あ
の
時
の
思
い
出
。
３
歳
の
時

で
し
た
。
今
で
も
一
枚
の
画
面
と
し
て
鮮

明
に
蘇
り
ま
す
。

　

い
つ
も
の
よ
う
に
店
前
の
道
路
で
遊
ん

で
い
ま
し
た
。
そ
の
時
、
そ
れ
こ
そ
突
然

の
大
爆
音
。
そ
し
て
目
前
に
飛
行
機
。
初

め
て
間
近
に
見
た
飛
行
機
。
何
と
そ
れ
は

大
き
か
っ
た
こ
と
か
。
店
の
前
側
に
あ
っ

た
大
き
な
柿
の
木
に
ぶ
つ
か
る
か
と
思
う

ほ
ど
の
超
低
空
飛
行
。
店
の
内
に
飛
び
込

ん
で
、
母
の
胸
に
し
が
み
つ
く
。
ま
さ
に

一
瞬
の
こ
と
で
し
た
。

　

後
に
な
っ
て
聞
か
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ

は
近
く
に
あ
る
私
鉄
線
路
敷
へ
の
Ｂ
29
に

よ
る
機
銃
掃
射
で
、
終
戦
直
前
の
空
襲
で

あ
っ
た
こ
と
。
母
に
飛
び
込
ん
だ
私
は
、

し
ば
ら
く
震
え
が
止
ま
ら
な
か
っ
た
と
。

　

小
学
校
に
入
学
し
て
か
ら
の
、
あ
の
経

験
も
な
ぜ
か
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

朝
に
な
る
と
警
察
官
が
、
リ
ュ
ッ
ク

サ
ッ
ク
を
背
負
っ
た
人
、
大
き
な
風
呂
敷

包
み
を
肩
に
吊
る
し
た
り
抱
え
た
り
し
た

人
な
ど
、
何
人
も
何
人
も
、
列
に
し
て
引

き
連
れ
て
来
ま
し
た
。
近
く
の
私
鉄
の
駅

で
、
闇や
み

米ま
い

の
抜
き
打
ち
検
査
で
捕
ま
え
ら

れ
た
人
達
で
し
た
。

　

私
の
家
は
商
家
・
米
屋
で
し
た
。
父
は

警
察
官
の
指
示
す
る
ま
ま
に
、
計
量
さ
れ

た
闇
米
の
数
量
を
記
録
し
て
い
く
。
そ
の

全
量
が
配
給
所
で
あ
っ
た
私
の
家
の
仕
入

数
量
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
る
仕
組
み
。

　

世
は
ズ
シ
リ
と
「
食
糧
管
理
法
」
が
社

会
に
被
さ
っ
て
い
る
時
で
し
た
。

　

親
が
病
気
で
白
い
ご
飯
を
食
べ
さ
せ
て

あ
げ
た
い
…
。
子
ど
も
が
病
気
で
食
べ
る

も
の
が
な
い
…
。
そ
れ
ぞ
れ
必
死
の
様
相

で
哀
願
、
机
に
顔
を
つ
け
た
ま
ま
の
人
も

い
ま
し
た
。

　

聞
こ
え
て
い
る
の
か
、
聞
き
た
く
な
い

の
か
、
無
口
を
貫
き
通
し
て
調
書
を
作
成

し
て
い
く
。

　

父
は
自
分
の
役
目
が
終
わ
る
と
、
商
家

の
深
い
庇
で
薄
暗
い
店
内
の
電
灯
を
切
っ

て
し
ま
う
。
さ
ら
に
暗
く
な
り
、
連
れ
て

来
ら
れ
た
人
達
の
顔
が
暗
闇
に
沈
む
。
お

互
い
の
顔
容
が
朧
と
な
り
、
店
内
の
空
気

が
静
か
に
止
ま
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
し

た
。

　

駅
で
の
検
査
が
あ
る
朝
は
、
こ
れ
が
常

態
で
し
た
。
私
は
子
供
心
に
、
米
屋
は
嫌

な
仕
事
だ
と
い
つ
も
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
小
学
校
で
は
、
各
学
年
ご
と
に

ク
ラ
ス
の
集
合
写
真
を
残
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　

下
級
生
の
頃
の
写
真
は
、
肘
や
膝
の
破

れ
に
布
を
当
て
た
服
装
が
、
当
時
で
は
普

通
で
し
た
。
現
在
の
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
そ
の

も
の
で
し
た
。

　

そ
ん
な
時
、
昭
和
25
年
に
朝
鮮
戦
争
が

始
ま
り
、
日
本
は
兵
站
基
地
と
な
り
特
需

景
気
、
昭
和
31
年
に
は
「
も
は
や
戦
後
で

は
な
い
」
の
有
名
な
経
済
白
書
。
経
済
も

急
成
長
し
ま
し
た
。

　

集
合
写
真
か
ら
は
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
が

無
く
な
り
、
鼻
た
れ
小
僧
も
少
な
く
な
っ

て
い
き
ま
し
た
。

　

昭
和
の
前
半
は
、
戦
争
に
苦
し
ん
だ
時

代
、
終
戦
か
ら
の
後
半
は
復
興
・
成
長
と

な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
昭
和
64
年
１
月
７
日
、
昭
和
の

時
代
は
終
わ
り
ま
し
た
。

　

昭
和
64
年
は
７
日
で
終
わ
り
、
平
成
元

年
に
な
り
ま
し
た
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
の
思
い
が
薄
れ
て
い

く
中
で
、
日
本
で
は
「
戦
後
」
と
い
う
言

葉
は
い
ま
で
も
使
わ
れ
続
け
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
こ
の
「
戦
後
」
と
い
う
言
葉
も
、

ど
こ
の
国
で
も
使
え
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

日
本
で
は
、
あ
の
大
戦
以
後
、
幸
い
に

も
世
界
の
大
国
の
中
で
、
戦
争
に
巻
き
込

ま
れ
ず
に
、
ず
っ
と
平
和
が
維
持
さ
れ
て

き
ま
し
た
。

　

世
界
で
は
、
米
国
も
中
国
も
ロ
シ
ア
も

欧
州
で
も
、
戦
乱
が
起
き
て
い
ま
す
。

　

平
成
と
い
う
元
号
は
、「
内
平
ら
か
に

外
成
る（
史
記
）地
平
ら
か
に
天
成
る（
書

経
）」
と
い
う
文
言
か
ら
引
用
さ
れ
ま
し

た
。

　
「
国
の
内
外
天
地
と
も
平
和
が
達
成
さ

れ
る
」
と
い
う
意
味
だ
そ
う
で
す
。
そ
の

「
平
成
」
の
「
時
」
も
残
り
少
な
く
な
り

ま
し
た
。

　

来
年
の
５
月
１
日
に
は
、
次
の
元
号
に

な
り
ま
す
。

　

い
つ
ま
で
も
い
つ
ま
で
も
、こ
の
国
は
、

「
戦
後
」
が
使
え
る
国
で
あ
り
た
い
も
の

で
す
。

岩
いわ

澤
さわ

　　勝
まさる

埼玉県町村会長・嵐
らん

山
ざん

町長

昭和・平成・そして
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